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ナノ構造制御によるガラスの高機能化
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ガラスはランダム構造の材料ですが、熱や光などの刺激に
よって安定状態にある秩序構造、すなわち結晶に転移しま
す。その構造と形態を制御することで、見た目はガラスなの
にナノ結晶の機能性も有した新規材料を合成することができ
ます。量子ドット、ナノ結晶、ナノメタルなどを析出させたり、
ガラス自体の構造を設計することで、様々な光機能を持つガ
ラス（レーザーホスト、アップコンバージョン蛍光、シンチ
レーション）や、とても割れにくいガラスを開発しています。

ガラス、破壊靭性、レーザー、量子ドット、ナノ結晶

応用分野 ガラス素材、レーザー、太陽光発電
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